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MOHD GHAZALI BIN TAIB氏の博士論文 「マレーシアの言語政策と日本語教育ーマレーシ
ア圏内の日本語教師養成の現状と展望ー」の審査結果の概要は以下の通りある。
ガザリ・ビン・タイブ氏は、マレーシア教育省に所属し、日本語教育および日本語教
師養成に長く携わってきた人物である。同氏の博士論文の中心は、大きく二つの部分に
より構成されている。
前半では、多くの資料を駆使しながら、日本語教育と教員の養成がマレーシアの言語
政策の中でどのように位置づけられ、現在まで発展してきたのかが詳細に検討される。
マレーシアにおける日本語教育は、 1940年代の日本軍政下における日本への留学制度に
始まり、独立後はマハティール首相が提唱した東方政策の一環として1984年に中等教育
機関で日本語教育が初めて正式に開始され、現在に至っている。本論文で記述されたマ
レーシアにおける日本語教育の歴史と現状は、現時点では恐らく最も詳しいものであろ
つ。
後半では、現在実施されている東方政策下の教育プログラムの中で、特に注目されて
いる中等教育機関における日本語教育プログラムと日本語教師養成プログラムが取り上
げられる。マレーシアの中等教育機関における日本語の教員養成は、一般の大学では行
うことができず、教育省が直轄して行っている。現行の二つの日本語教員養成プログラ
ムに関する政府の方針と計画、両養成フログラムの内容・目標の共通点、相違点が明ら
かにされ、さらにマレーシア首相、教育省の教員養成プログラムの担当者、教員養成を
行う教員、研修生、修了生を対象にインタビュー調査を行うことにより、現行の日本語
教師養成プログラムの成果と問題点を検証している。
結論として、今後マレーシアにおいては、中等教育機関の日本語教員がさらに大量に
必要となること、マルチリンガル社会を目指すマレーシアにとっては、それらの教員が
高い日本語の運用能力を身につける必要があること、また、教員を養成する教員として、
カリキュラム・シラパス等に関する高度な専門性を身につけた専門家の養成が必要であ
り、そのためには、日本国内の臼本語教育の専門家の関与と日本語教育の専門課程をも
っ日本の大学との協力等が指摘されている。
これまでにも日本語の教員養成についての報告書は数多く発表されているが、 一国の
言語政策という視点から日本語教員の養成の実状を詳細に調査して論じているという点
で貴重な論文であり、審査委員は全員一致で博士論文として合格と判断した。
